～講師プロフィール～




講師：宮本 辰彦（みやもと たつひこ）氏

1964年大分県出身。現在は名古屋市在住。ヨガ講師、随筆家。
大化の改新の中臣鎌足を祖とする神職、学者、医師の家系に生まれる。二葉山神社（別名八大龍王宮）が本家にあたる。一族の出身では江戸時代の学僧であった寂室堅光(1753～1830)が有名で、多くの詩文や著作が残されている。
幼少時代、父親の仕事のため両親と共に渡米、帰国後の二十代は思想や宗教について幅広く見聞し、今日の見識を深める。1995年1月17日に、名古屋でヒーリングスペースTatsuを開設。この教室やカルチャースクールなどで、瞑想、ヨガ、呼吸法、気功を指導。現在、気づきや愛をテーマに各都市で様々なワークショップを開催。YouTubeで自身の思想を広く発信している。
　また宮本辰彦氏の話は日本人の精神性や日本国の目指すべき姿にも及んでいる。その中核となるのが「和を似て貴しとなす」という和の精神に基づいている。仲良しが仲良くするのは当たり前のことで、仲良く出来ない者同士がいかに仲良くするか、それこそが和の精神に他ならない。など、和の精神こそが、世界の恩怨を解く鍵だと言及している。

【著書】
　・この国を愛するために-靖国-
[bookmark: _GoBack]　・成功と幸せを手に入れる「瞑想力」
・自分を愛すれば幸せになれる！


～チーフ所見～
日本人の精神性について有識者である宮本辰彦氏にお会いし、おまつり委員会が考える5月例会での目的をお伝えし、十分に理解していただきました。また、意見交換をさせてもらった中で宮本氏の思想が本例会の目的と一致していることを認識させいただきました。
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